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6‐1. 耐震壁等のモデル化6 耐震壁等の デル化

「耐震壁等のモデル化」の取り扱い

「耐震壁等のモデル化」の選択枝 耐震診断基準 平成 19 年改正前法規 平成 19 年改正後法規

耐力壁の判別 ：γ≦0.4 ① ② ①

① ② ①剛性 ： 1-1.25・γ ① ② ①

せん断耐力低減係数 ： 1-γ ② ② ③

等価開口周比の計算式

ට① γ ൌ ට ∑ሺℎ݋݈・݋ሻ
ℎ・݈

	
 

② γ ൌ max ቊට ∑ሺℎ݋݈・݋ሻ ቋ② γ݋݈ ൌ max ቊට		
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6‐2. 耐力壁の判別6 耐力壁の判別

WS
1.00
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耐震壁

たれ壁 判断する壁長さ
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1.00
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3F

耐震壁

WS
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1784.1

1F

2F 30㎝ 45㎝

Y1 Y2
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平成19年改正前法規 45㎝

WCS
1 00

CB
1 40

WCS
1.00
1642.8

CB
2.28
182.2

3F

開口周比≦０ ４の

そで壁付柱

独立柱

WCS
1.00
1678.8

CB
1.12
259.7

1.00
1660.7

1.40
222.3

2F

開口周比≦０．４の
壁で耐震壁にならな
い場合がある

参考：2007年技術解説書P283
Y1 Y2

1F

平成19年改正後法規
耐震診断基準
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6‐3. ダミー部材の取り扱いについて6 3 ダミ 部材の取り扱いに いて

そで壁 雑壁そで壁 雑壁

そで壁 雑壁

ダミー柱

ダミ 柱
伏図 フレーム図

～壁に開口がある場合～

・ダミー柱に取り合う壁は『構面内雑壁』 となる

ダミー柱

・ダミ 柱に取り合う壁は『構面内雑壁』 となる
・柱に取り合う壁は『そで壁』となる

～壁に開口が無い場合～

そで壁

操作 ［構造計算共通条件］→［モデル化］→［ダミー柱の指定］より、指定する柱を選択

壁に開 が無 場合

・柱に取り合う壁は『全てそで壁』となる
無開口壁

ダミー柱 60



6‐4. はり抜け柱の自動計算6 はり抜け柱の自動計算

【デフォルト】

はり抜け柱となる場合はり抜け柱となる場合

上下階のうちのり高さの合計を用いQmuを算出し各階ごとにこの値を用います。

MuT

はり抜け

はり抜け
Qsu上

MuT=0

Σho Qmu

MuB
Qsu下 最上階のはりが抜けている場合などで

は、柱頭の曲げ強度を「0」として計算しま
す。
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6‐5. 低強度コンクリートの
低減係数Kｒの自動計算 /低減係数Kｒの自動計算

コンクリート強度13.5N/㎜2 を下回る場合に低減します。

1/2

eeoewywe
e

cte ･J･bσ.･σＰ.
ｄQ

Ｆ.Ｐ.krQsu















 10850
M/(

）18（2300530
）・

低減係数krの自動計算

eQ  (

BD0.0560.244kr σ

【デフォルト】
低減係数Krは自動計算されます。

考慮しない場合は チ クを外してくださ考慮しない場合は、チェックを外してくださ
い。

62建振協 耐震補強設計マニュアル－増補版2007年 p17



6‐5. 低強度コンクリートの低減係数直接入力
/

6 5 低強度 ンクリ トの低減係数直接入力

eeoewywe
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2/2

低減係数krの直接入力 （新規入力画面）

eeoewywe
e　

J
ｄQ

Q
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・直接入力値を最優先で計算する
種 ご を直接 きる
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・ コンクリート種別、Fcごとにkrを直接入力できる
・13.5N/㎜2以上でも、直接入力がある場合は入力された値を使用
・軽量コンクリートの低減後、krの低減を行う



6‐6. 斜めフレームの計算方法
/

6 6 斜めフレ ムの計算方法

θcosFCθcosFθcosC 2 FθcosQ 2 ・

1/2

F値にCOSθを乗じると、予め決めた境界値とならない為、
プログラムでは、強度の方にCOS2θを乗じています。

θcosFCθcosFθcosC  FθcosQ

柱耐力計算

θ

壁耐力計算
θ:柱主軸回転角より傾斜
角を計算します。

θ:基準軸よりフレーム傾
斜角を計算します。

θ
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6‐6. 直交方向耐力は考慮していない
/

6 6 直交方向耐力は考慮していない
2/2

検討方向

Y方向成分 は無視

検討方向

θiQ 2・Y方向成分 ： は無視

y
θsinQ 2

Q

向
成

分

θ θ x
Y方

X方向成分

・X方向成分 ： のみ考慮
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θcosQ 2
X方向成分

参考：2001年RC造診断基準 適用の手引き p131



6‐7. M/Qdの下限値０．６6 /Qdの下限値

2001年RC診断基準p230 建振協 2007年増補版p110

一般に（M/Q・ｄe）が1以下のときは、これ
を1とし、2以上のときは2とする。（Qsu1）

そで壁付き柱のせん断強度Qsu1および
Qsu2はシアスパン比（M/（Q・ｄe））の下限
値を（中略）、一般的な下限値を0.6と読み
かえ、上限値を2とすることが出来る。

参考： 「既存建築物の耐震診断・耐震補強設計マニュアル」2003年版 2007年増補版 p110
参考：既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断基準・同解説（2001年改訂版） p230
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